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「確かな学力の定着・向上をめざして」
～「楽しかった」「わかった」「力がついた」を実感できる授業づくり～

Ｉ研究の内容

ｌ研究の具体的|人1容

（１）授業の改善に関する取組

◎教師の指導ノノ

○Ｒ－ＰＤＣＡサイクルによる授業改善の推進
○教師|荷'二ｔが専'''１家として育ち合う(ﾘﾄ究協議の構築

○きめの細かい指導の充突による学習意欲のliil上

○発達段階に応じた指導の’二夫による基礎的・基本的な知識・技能の定着
○知識・技能をIiW1llする言i洲ili動と，それを支え，育む詩語環境の充実

○学級経営の充尖

◎学j校の経営ノノ

○校務分掌の単純化○定例会縦の桁選

○授業実践をもとにしたカリキュラムの蓄積○「あれもこれも」から「これとこれ」

○子どもの変化も，教師の変化もゆるやかに

（２）授業外の取組

◎家庭の教育力

○家庭学習を必要とする授業づくり○適度な111Kと範|川による家庭学習の習慣化

○家庭と学校が１Ｍルた教育的な手助け○家庭での支援的な対話への働きかけ

２研究の柱となる力法

◎授業構想検討会・授業改薄プラン検討会

○実践の横み亜ねが求められる一iii元において，学問的ｲｌ１１ｕをもとに牧師が納得いくまで教材

をかみくだき，教材{叶究・数材分析をする。

○単元の特性や教材のllli(t〔をとらえ，指導する内容を粘選し，その1ii元で指導するねらいを明

確にする。

○単元のねらいを達成するために，児童の実態を把握し，適切な指導過裡と指導力法を用いて，

授業の組み立てを考える。

○実践後は，授業改博プラン検討会において，授業実践のまとめや学ﾌﾞﾉ評価を行い，授業改善
プランを作成する。

◎授業研究会

○イベント的な授業ではなく，Ｈ々の授業の一こまを公|汁Ｉする。

○学ﾉﾉの実態lullf1及び診断を公Ｉ)|Ｉし，評価を受け，改善を｢「つ。

◎事例研究会

○地域の学校の教員とIiIHiM交換や本校の取り組みについて検討する機会として，事例研究会を
実施する。

◎学級力向上プロジェクト

○学級力の実態を把握し，学級づくりの成果と課越を分析する。

○分析結果をもとに，「スマイルタイム」を通して学級改灘を図る゜

◎常任アドバイザー・リ｢↓教育委員会指導主事による指導・助寓・支援

○常任アドバイザーより，「学校の経営力」や「家庭の教育ﾉﾉ」等を含めた総合的な指導・助
言をしていただく。

○県教育委員会指導三1ﾐ事より，「教niliの指導力」への支援をしていただく。

Ⅱ成果と課題

１成果

◎授業構想検討会・授業改韓プラン検討会

実践の硫み重ねが求められるlii元を選択し，授業実践のまとめや評lI1iを行い，授業改善プラ

ンを作成する。次年度の教育ii脚i1の実施に生かせるよう，学i'1教材についてもデータ化を図る゜

1年国語「ちがいをかんがえてよもう」 算数「ずをつかってかんがえよう」

２年算数「ノリLをつくろう」



３ｲ「圧I語「れいをあげて説Iﾘ1しよつ」」ul1科「じしやくにつけよう」

４年算数「わり算の筆算を奪えよう」

５年国語「筆者の考えをとらえ，自分の考えを発表しよう」
算数「平均・単位量あたりの大きさ」

６年算数「速さの表し方を考えよう」 Hl1科「物の燃え方と空気」

総合的な学習の時間「川倉の素||肯らしさを伝えよう」

はぐくみｌ算数「九九をつくろう」

はぐくみ２算数「わり算を考えよう」

◎授業研究会

授業{Ｊ１究会において，授業リフレクションを行い，さらに常任アドバイザー及び指導主事か
ら指導助言をいただき，授業改善に生かせる|ﾘﾄ究会を↑｢うことができた。

特に，５年算数「単位量あたりの大きさ」においては，事後研究を行い，授業力養成講座で

の授業公開で改善授業を行った。

◎学級ﾉﾉ向上プロジェクト

学級力レーダーチャート（視覚的に表現された学級力アンケートの集計結果）をもとに学
級の仲|H1づくりの成果と課題について，友達と協力して診断し，改善策を話し合い，学級力が

少しずつ高まる。

◎事例研究会

授業とリンクした家庭学習のlMl及び学級力を育てる取組について，研究会を行い，共通理

解，情報交換を行った。

◎調査及び検査結果の活用

学力・学習状況調査及びつまずき診断検査のデータの分析に基づき，学級や個人の具体的実

態を把握し，指導の充実や学習状況の改善に役立てる。

２「深題

く改葬プランの有効活川＞

実践の積み重ねが求められる単元においてT作成した改善プラン及び学習教材を有効活川し，

学力向上への取組を継続させる。

＜指導方法の改善・改葬プランの作成＞

指導方法の改善・改善プランの作成にあたり，授業実践のまとめ及び評価を行う際，教科学

力の４つの観点にそって子どもの学力をバランスよくとらえることが必要である。

＜習得と括川について＞

活川学習を行うためにも，基礎的・基本的な知識及び技能を確実に習得させることが大切で

ある。その際，形成的評価を行い，習得を確かなものにしていく必要がある。

＜調査及び検査結果から＞

「学力学習状況調査」「つまずき診断検査」の結果から，下記について特に課題が見られた。

国語においては，「情報を読み取って書く」「条件を付した記述」

算数においては，「示された情報の中から，適切なものを選択し，必要十分な論拠を示しな

がら説明したり書いたりする」

知識・技能の習得・定着とともに，活用学習（論理的に考え，言葉を使って論理的に表現す

る学習）を行うことが求められる。

＜活１１１学習＞

活111学習を進める際，１１茅|};|をかけて~｢章に学習を進めることが大切である。そのため，教科

間等の指導内容の接続・連携が求められる。また，活用学習をする時期と教科を選定するにあ

たり「重点化」することが必要である。

＜学級経営の充実＞

年度末２月に事例研究会を行い，学級力向上プロジェクトの取組について，中間的な見通し

をもつことができた。しかし，実践途中で授業公lW1・研究会を行い各自の実践を振り返り，
充実させる必要がある。

＜家庭へのはたらきかけ＞

最も教育力の向_上が一律に期待することが難しいと思われる家庭へのはたらきかけについ

て，授業とリンクした家庭学習の取組を継続するとともに，学力lhl上ＰＳ事業における学ﾉﾉ向

上の取組を保護者にも公開し，111解と協力を求める。

＜学校の経営力＞

「当たり前のことをしっかりやり抜くこと」の難しさを乗り越えながら，「大切な教育はバ

ランスよくすべてやる」ための学校の経営力が求められる。

（研究主任器下秀人）
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